
２年１組 道徳学習指導案 

 

                                   場所  ２年１組 教室 

                                   授業者 

１ 主題名   おもいやりのこころ 
２ 内容項目  Ｂ 親切、思いやり    
３ 教材名   「ぐみの木と小鳥」 ＜出典：光文書院＞ 
４ 主題構成表 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 他の教育活動との関連  

 

 

 

■内容項目  

 Ｂ 親切、思いやり 

 身近にいる人に温かい心で

接し親切にすること。 

■内容項目から見た児童の実態 

（意識） 
・誰かの役に立ちたいという思いはあ
るが行動に対して自信がもてない。 

・ありがとうと言われたい、褒めてほし
いという思いがあるが、具体的に何
をすればいいのかが分からない。 

・困っている人にどのように関われば
よいのか分からず、人任せにする。 

 
（要因） 
（道徳アンケートから）親切、思いやり
の項目についてクラスの平均としては
理解、実践意欲共に高い傾向がある
が、自身の行為に自信がもてず、先
に動いてくれた人や大人に任せること
に慣れてしまっていると考えられる。 

■価値の分析 

・よりよい人間関係を築くためには思 

いやりをもって生活することが大切 

である。思いやりには、相手の気持

ちや立場を自分の事に置き換え推し

量り、相手に良かれと思う気持ちを

想像することを通して、自発的に励

ましや手助けをすることが求められ

る。 

・低学年の段階においては、「自分がし 

たい」という、親切な行動を起こす 

動機の起因が自分にあることが多

い。またそれに気が付くことは難し

い。日常での他者との関わりの中で

優しさに触れ、自分が優しくできた

ことに嬉しさを感じ、相手の喜びを

自分の喜びとして捉え、親切にする

大切さが実感できるようになる。 

・相手の立場に立ち、気持ちを考え、自 

分にできることをすることで、相手

も自分も温かい気持ちになる。相手

の喜びを自分の喜びとして受け入れ

られるようにし、具体的に親切な行

為ができるようにする。 

 

■教材の分析 

・役割演技を通して、嵐の中、

じっと考えている小鳥の

葛藤に共感させ、親切にす

ることの良さを考えさせ、

困っている人を放ってお

けない気持ちの強さを捉

える。 

・ぐみの木から伝えられた感

謝の言葉に対して小鳥が

それをどのように感じて

いるかを考え、相手の気持

ちを考えた親切の大切さ

を捉えさせ、相手の喜びが

自分の喜びになることに

気付かせたい。 

■ねらい 

 嵐の中を飛ぶ小鳥の気持ちを考えることで、相手の気持ちを考えたときに自分にできることをせずには

いられないことに気付き、温かい心で接し、親切にしようとする態度を育てる。 

 
■展開の構想 

・学校の活動と関わらせ親切について考える。 
・嵐の中じっと考えている小鳥の葛藤に共感
し、相手の気持ちを考えた親切の大切さに気
付かせる。 

・ぐみの木からの感謝の言葉を小鳥がどのよ
うに感じているかを考え、価値理解に迫る。 

・思いやりのある行動ができた経験を振り返
り、親切にしていこうという気持ちを高め
る。 

 

■基本発問（◎中心発問） 

○ぐみの木の話を聞いた小鳥は、どんな気持
ちだろう。 

◎嵐がやみそうもない中、じっと考えている
小鳥はどんな気持ちだったのだろう。 

○りすやぐみの木の言葉を聞いた小鳥は、ど
んな気持ちになったのだろう。 

○親切にしたりされたりして、嬉しくなった
り気持ちがよくなったりしたことはありま
すか。 

 

【学級】 

・１年生との交流 

・思いやり宣言づくり 

【道徳科】（本時） 

「ぐみの木と小鳥」 

【学級遊びの充実】 

・仲間と共にみんなで楽しく遊ぶ 

 
【すてき見付けの継続】 

・思いやりのある行動を認め合う 

 



６ 本時の展開 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導

入 

１．親切について考える。 

 ・人にやさしくすること。 

 ・鉛筆を拾ってあげる。 

親切にする時、された時の気持ちはどんな気持ちだろう。 

 

・思いやり宣言、すてき見付け等の学校の活

動とかかわらせて、親切について考えさせ

る。 

・アンケートを実施して実態を把握してお

く。 

展

開 

前

段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

後
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２．「ぐみの木と小鳥」を範読する。 

〇ぐみの木の話を聞いた小鳥は、どんな気持ちだろう。 

・僕もりすさんが心配だな。 

・ぐみの木さんには助けてもらったし、ぐみの木さんの

代わりにりすさんの様子を見に行ってあげよう。 

◎嵐がやみそうもない中、じっと考えている小鳥はどん

な気持ちだったのだろう。 

・りすさんが待っているから、行かなくちゃ。 

・りすさんが心配だ。 

・りすさんのためにも、ぐみの木さんのためにも行くぞ。 

・この嵐の中はこわいなぁ。 

〇りすや、ぐみの木の言葉を聞いた小鳥はどんな気持ち

になったのでしょう。 

・嵐の中大変だったけど、行ってよかったな。 

・ぐみの木さんと、りすさんに喜んでもらえてよかった

な。 

 

相手のことを考え、やさしい気持ちで自分にできるこ

とをする。 

 

３．価値把握をもとに、自分の生活を振り返る。 

○親切にしたりされたりして、嬉しくなったり気持ちが

よくなったりしたことはありますか。 

「友達が運動場で転んだとき、遊びたい気持ちもあった

が、転んで痛いだろうなと思いから、保健室に行った。

友達に「ありがとう」と言われてとても温かい気持ち

になった。」 

・振り返りを記入する。 

・振り返りを交流し、自己評価をする。 

 

 

・ぐみの木から受けた思いやりの気持ちに応

えたいという小鳥の気持ちに共感する。 

 

 

 

・嵐の中の小鳥の心情を、役割演技させる。 

・小鳥の行動に対する思いを、役割演技を通

して気付かせる。 

・相手のことを思って、自分にできることを

した小鳥の心が思いやりの心であること

に気付かせる。 

深めの発問 

 

 

 

 

 

・思いやりの心を持つことで、周りだけでな

く、自分もやさしい気持ちになれることに

気付かせる。 

 

・自分の生活を振り返りやすいように実態を

アンケートでつかんでおき、個別に支援す

る。 

・親切な行動について自分のしたこと、した

いこと、相手にしてもらったことなどを意

図的に指名し話させる。 

終

末 

４．教師の説話を聞く。 

・子どもの親切な行動で価値の高いものを紹介する。 

・温かい心で接したことで、相手の心も温か

くなりお互いの心の結び付きが深くなっ

た経験を聞き、思いやりの心で接していこ

うとする。 

 

  親切について考えよう。 

 

○どうして小鳥は、嵐の中でも実を届

けようとしたのだろう。 

○知り合ったばかりのりすさんのため

にどうしてそこまでしたのだろう。 


